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要旨：ピラミッド効果を科学的に究明し応用する、これが我々の目的である。2013 年、我々は

ピラミッド型構造物（pyramidal structure: PS）の頂点に置かれた生体センサ（キュウリ切片）に

対する非接触効果を、ガス測定法による厳密な実験と解析によって非常に高い統計精度で実証

した。2015 年、瞑想後のピラミッド型構造物内に瞑想者が居なくなった状態で、非接触効果を

十数日間という非常に長期にわたって検出した。この実験結果から“ピラミッド型構造物が関与

した遅延を伴う特異な非接触効果”という全く新しい現象の存在を実証した。2016 年、ピラミッ

ド型構造物で発見された特異な現象に関する発生要件を明らかにした。瞑想者と PS の実験条

件を変化させておこなった検証実験の結果、瞑想期間では瞑想者の有無、PS の有無に関わらず、

非接触効果が検出できないことを実証した。さらに瞑想期間に PS 内に瞑想者が居たという条

件の時にのみ、瞑想期間後に非接触効果が有意に検出されることを実証した。この研究成果は、

2015 年に提案した非接触効果の発現に関するピラミッド効果の仮説の正当性をより高める結果

となった。 
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１．はじめに 
 

 i2007 年 10 月から国際総合研究機構（IRI）（理事

長 山本幹男）と㈱アクアヴィジョン・アカデミー

（代表取締役 坂本政道）による共同研究プロジェ

クト、“坂本ハイパーテックプロジェクト（Sakamoto 
Hyper-tech Project : 通称 SHyP）”が開始された。プロ

ジェクト研究メンバーは 6 名である（Fig. 1）。 
 SHyP の研究テーマは、“ピラミッド効果について

の科学的研究”である。この研究の背景として、一般

的にピラミッドには未知のパワーが存在していると

言われているが、未だ科学的な研究がほとんどなさ

れていないこと、またメンバーの一人である坂本政

道に対してバシャールから、チャネリングによるメ

ッセージがあり、ピラミッドはパワー増幅器であり、

人間の意識を覚醒させる機能をもつことが教示され

た 1)。そして、SHyP の研究目的は、PS の持つ電磁 
効果や生体と意識への影響を科学的に研究し、最終 
的には研究成果を活かした製品の実用化である。こ

れまで（2016 年 7 月時点）の研究成果として、学術

論文誌に 3 編が掲載された 2-4)。これ等の研究によっ

て、我々はピラミッド型構造物の未知なる機能の一

端を科学的に厳密な実験と検証により実証した。ま

た、ピラミッド効果に関する学術的な研究において、

統計的に高い有意性のある実験データを示した研究

は、我々のグループ以外では皆無である。 
 

２．研究成果 
 
 これまでの SHyP における研究成果は、 
(ⅰ) 非接触効果の存在を実証 2)  
(ⅱ) 非接触効果の特徴である遅延効果の発見 3)  
(ⅲ) 非接触効果の発生要件の特定 4) 
の３点である。 

ここでいう非接触効果とは、PS の中で瞑想者が瞑

想した場合、PS 頂点に設置した生体センサのガス生

成反応に影響を与える効果である。PS はアルミニウ

ム管の骨格とポリスチレン板の面でできており、表

面はフラクタル図形によって覆われている（Fig. 2）。 
瞑想者はヘミシンク歴 23 年の坂本政道で、PS 頂点 
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Fig. 1 SHyP の研究メンバー 
  

Fig. 2 ピラミッド型構造物 

Fig. 3 瞑想状態  

 

Fig. 4 瞑想者の有無による J 値の比較  

 

Fig. 5 非接触効果の遅延現象  
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Fig. 6 特異な現象の発生要件を特定する検証実験の実験パターン 
 

Fig. 7 検証実験の結果 
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の生体センサ（食用キュウリ切片）には直接触れず、

意識を生体センサに向けずに瞑想した（Fig. 3）。1 回

の瞑想時間は 30 分である。 
非接触効果の大きさの指標として、生体センサか

ら放出されるガス濃度（2-ヘキサノール）から計算

される J 値を採用した 5)。生体センサを使用して非

接触効果を検出する測定法は、IRI で開発され、これ

までにヒーラーによる非接触効果の検出やヒーラー

の周囲に分布している生体場の検出等に成功してい

る 6-8)。 
研究成果（ⅰ）に関して、瞑想者による非接触効

果の存在は、Fig. 4 の PS 内に瞑想者が居る時と居な

い時とを比較し、J 値が異なることによって実証し

た。この時、生体センサから放出されるガス濃度の

差は平均して 20％あり、この結果が偶然に発生する

確率は 100 億分の 1 程度のため、ほぼ確実に瞑想者

が非接触で生体センサに影響を及ぼしていると考え

られる。発表論文 2)では、PS 内に瞑想者が居ない時

の J 値をゼロ点補正した図を用いたが、Fig. 4 では、

これ以降の図と同様の較正Ｊ値を用いた。 
研究成果（ⅱ）に関して、非接触効果の時間変化

は、Fig. 5 に示したように、瞑想後 J 値が増加し、約

20 時間後にピークとなり、その後指数関数的に減少

した。約 20 日間の長期にわたる非接触効果の変化

を、新しい現象として、“ピラミッド型構造物が関与

した遅延を伴う特異な非接触効果”と呼んでいる。図

中の曲線は、非接触効果の遅延現象を制御理論の過

渡応答に対応させた場合の理論曲線であり、非常に

良く実験結果を近似している。 
研究成果（ⅲ）に関して、非接触効果が発生する

要件として、瞑想者がいれば十分なのか？ピラミッ

ドは本当に必要なのか？という疑問がわく。そこで

瞑想者無しのブランク実験やピラミッド無しの瞑想

実験等の検証実験を行った。実験パターンは 4 通り

あるが（Fig. 6）、実験の結果（Fig. 7）、瞑想期間

（meditation period : Med）で瞑想者とピラミッドの

両方がそろっているときしか、瞑想期間後（post-
meditation period: Post）で効果を検出できないことが

確認された。すなわち、ピラミッド単体、あるいは

瞑想者単独ではこの現象（Fig. 5 の時間変化）は起こ

らないのである。 
 

3．まとめ 
 

最新の研究成果として、非接触効果の発生要件を

特定した 4)。検証実験をおこなった直接的な動機は、

既報論文 2,3)の、非接触効果は瞑想者が PS 内に居る

時に検出されず、瞑想者が PS 内に居ない瞑想後に

検出されたという結果の真相を解明する必要性を感

じたためである。なぜなら PS を使用した瞑想実験

の初期段階では、“非接触効果は瞑想者がリアルタイ

ムに直接生体センサに影響を与える”という予想を

していたからである。しかし実験の結果、予想は完

全に覆された。そこで我々は、PS 内の瞑想者による

非接触効果の発現に関する、ピラミッド効果の仮説

を提案した 3)。その仮説とは、“瞑想者は周囲に特異

な作用を及ぼしているが、その作用は生体センサに

対して直接影響を及ぼさない。瞑想者による特異な

作用は、ピラミッド型構造物によって変換され、変

換された作用が生体センサに影響を与える。”という

ものである。そして、検証実験によって、非接触効

果の発生要件を特定するだけでなく、ピラミッド効

果の仮説の正当性を高める結果をも得ることができ

た。 
これまでの研究成果によって、SHyP はピラミッ

ド構造物が持つ未知なる機能の一部を解明した。そ

れは、ピラミッド型構造物が一種の「エネルギー変

換装置」であり、PS 内の瞑想者による作用（瞑想エ

ネルギー）を別の作用（PS エネルギー）に変換する

ものである。瞑想エネルギーや PS エネルギーは、現

代科学においては未知なるエネルギーではあるが、

生体センサを使用した実験によって明らかに存在す

ると考えられる。 
 今後の研究によって、未知なるエネルギーに関す

る科学的理解が進み、その応用分野が広がる可能性

がある。 
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